
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
昨
年
ま

で
の
ひ
と
月
あ
た
り
５
，
６
０
０
円

か
ら
５
，
８
０
０
円
（
年
額
で
６
７
，

２
０
０
円
か
ら
６
９
，
６
０
０
円
）
に

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
３
年
間
の
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
数
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み
な

ど
「
明
日
香
村
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
も
の
で

す
。

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
本
人
お
よ
び
世
帯
の
市

町
村
民
税
の
課
税
状
況
や
合
計
所
得
金

額
等
に
基
づ
き
、
別
表
の
所
得
段
階
に

応
じ
た
保
険
料
の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
安
心
し
て
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

買
い
物
支
援
事
業

　

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
お
出
か
け
に
不
安

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
あ
す
か
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
の
利
用
や
、
自
宅
か
ら
停

留
所
ま
で
の
往
復
、
店
内
で
の
移
動
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
買
い
物
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　

70
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
で
明
日

香
村
在
住
の
方

【
内
容
】

・	

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
登
録
、

予
約

・
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
付
き
添
い

・
買
い
物
中
の
見
守
り

・
自
宅
へ
の
商
品
の
運
搬

・
そ
の
他
、
相
談
に
よ
り
対
応

【
日
程
・
行
き
先
】

①	

６
月
12
日（
水
）キ
リ
ン
堂
高
取
店

②	

６
月
27
日
（
木
）
イ
ズ
ミ
ヤ
橿
原
神
宮

前
店

　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
※
買
い
物
時
間
は
１
時
間
程
度
）

【
利
用
料
】　
５
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４-

２
７
４
０

所得段階 対　　象　　者
基準額に対する割合

現行
令和５年度

変更後
令和６年度

第１段階
○生活保護受給者
○	住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円以下の方

軽減対象
０．３

２０，１００円

軽減対象
０．２８５
１９，８００円

第２段階 ○	住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円を超えて１２０万円以下の方

軽減対象
０．５

３３，６００円

軽減対象
０．４８５
３３，７００円

第３段階 ○	住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が１２０万円を超える方

軽減対象
０．７

４７，０００円

軽減対象
０．６８５
４７，６００円

第４段階 ○	本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で本人
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の方 ６０，４００円 ６２，６００円

第５段階 ○	本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で本人
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円を超える方 ６７，２００円 ６９，６００円

第６段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が１２０万円未満の方 ８０，６００円 ８３，５００円

第７段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が１２０万円以上
２１０万円未満 ８７，３００円 ９０，４００円

第８段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が２１０万円以上
３２０万円未満 １００，８００円 １０４，４００円

第９段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が３２０万円以上
４２０万円未満

１１４，２００円

１１８，３００円

第１０段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が４２０万円以上
５２０万円未満 １３２，２００円

第１１段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が５２０万円以上
６２０万円未満 １４６，１００円

第１２段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が６２０万円以上
７２０万円未満 １６０，０００円

第１３段階 ○	本人が村民税課税で本人の合計所得金額が７２０万円以上 １６７，０００円

お知らせ
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（現行）令和４・５年度

➡
（改正後）令和６・７年度

・均等割額　５０,５００円 ・均等割額　５１,５００円

・所得割率　　　９.９３％ ・所得割率　１０.５５％※
※	基礎控除後の所得５８万円以下の被保険者は１０．０６％（Ｒ６
年度のみ）

・一人当たり
　上限額 ６６万円 ➡ ・一人当たり

　上限額 ８０万円※

※	障害認定を除いて、R６．４．１以降に資格取得した被保険者以外
等は７３万円 (令和６年度のみ）

ス
マ
ホ
講
座

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】※
全
４
回

①
１
回
目
：
７
月
４
日（
木
）

　

基
本
操
作
・
設
定
（
ボ
タ
ン
操
作
、

指
の
使
い
方
、
文
字
入
力
、
各
種
設
定
）

②
２
回
目
：
７
月
８
日（
月
）

　
基
本
ア
プ
リ（
電
話
、
住
所
録
、
メ
ー

ル
、
カ
メ
ラ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

③
３
回
目
：
７
月
18
日（
木
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
１
）（
基
本
設
定
、ト
ー
ク
）

④
４
回
目
：
７
月
22
日（
月
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
２
）（
ス
タ
ン
プ
、グ
ル
ー

プ
づ
く
り
）

・
受
付
：
12
時
30
分
～
13
時

・
講
座
：
13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】　
役
場
交
流
棟　
交
流
室
２

【
対
象
者
】　
明
日
香
村
在
住
の
方

※
全
４
回
の
講
座
に
出
席
可
能
な
方

【
定
員
】　
20
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】　
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
６
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

種
別（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ま
た
は
ア
イ
フ
ォ

ン
）を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

電
子
自
治
体
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
ク
ラ
ブ

　
☎
０
７
４
２-

３
６-

８
５
２
０

　
月
～
木
曜
日
：
10
時
～
16
時

◎令和６・７年度の保険料率
　後期高齢者医療制度は、皆さまの保
険料のほか、現役世代からの支援金と
国や県、市町村が負担する公費によっ
て運営されています。
　後期高齢者医療制度では、財政運営
期間を２年間としており、この期間の
医療給付費等の財源に充てるため、次
のとおり保険料率の改定を行いました。

◎保険料賦課限度額の改定
　令和６年度から国の基準に合わせて
保険料賦課限度額の改定を行いました。
　これにより所得割率が抑制され、中
間所得者の負担軽減が図られています。

◎保険料の軽減
【保険料均等割額の軽減】
　世帯の所得状況に応じて次のとおり均等割額は軽減されます。
●	６５歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大１５万円を控除し、
軽減判定されます。
●	軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入した場合は加入した日）の世帯状況で行います。

対象者の所得要件
（同一世帯内の被保険者と世帯主の
総所得金額等の合計額）※１

均等割の軽減割

令和６・７年度

基礎控除額（４３万円）＋１０万円×（給与所得者等※２の数－１）以下 ７割

基礎控除額（４３万円）＋２９．５万円×（被保険者数）+１０万円
×（給与所得者等の数※2-１）以下 ５割

基礎控除額（４３万円）＋５４．５万円×（被保険者数）+１０万円
×（給与所得者等の数※2-１）以下 ２割

※１　	軽減の基準となる「１０万円×（給与所得者数等の－１）」は世帯主と同一世帯の被保険者に給与所得者
等が２人以上いる場合に計算します。

※２　一定の給与所得がある方または公的年金等の所得がある方

◎令和６年１２月２日に従来の保険証は廃止されます。１２月２日以降はマイナ保険証をご利用ください。
【問い合わせ】　住民課　☎５４-２２８２

後期高齢者医療保険料率を改定しました

お知らせ
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■改正理由
　国民健康保険は、病気や怪我をした時に備えて、加入した人たちがお金を出し合い、安心して医
療を受けられるようにするための助け合いの制度で、被保険者一人ひとりが納める保険税と国や県
などが支出する公費で運営されています。
　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が平成２７
年５月に成立し、国民健康保険を将来にわたって守り続けるため、平成３０年４月からそれまでの
市町村に加え、奈良県も国民健康保険制度を担うことになりました。
　奈良県では国による国保改革に先駆けて県内市町村と連携し、令和６年度からの県内市町村保険
水準統一に向けた取組を進めてきました。その結果、奈良県では下記のとおり保険税の税率を改定
することとなりましたので、ご理解とご協力をお願いします。

■改正内容

税額計算の基礎となるもの 平成３０年度 令和６年度 改正内容改正前 改正後

医療分

所得割率 ７．８２％ ７．６４％ －０．１８％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
３１，０００円 ２７，６００円 －３，４００円

平等割額 一世帯当たり 一世帯当たり
２３，８００円 ２０，０００円 －３，８００円

課税限度額 ６５万円 ６５万円 据え置き

後期高齢者
支援金分

所得割率 ２．５０％ ３．２７％ ＋０．７７％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
１０，２００円 １１，５００円 ＋１，３００円

平等割額 一世帯当たり 一世帯当たり
７，８００円 ８，４００円 ＋６００円

課税限度額 ２２万円 ２２万円 据え置き

介護納付金分
（４０歳から６４歳）

所得割率 ３．００％ ３．０３％ ＋０．０３％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
２０，４００円 １６，９００円 －３，５００円

課税限度額 １７万円 １７万円 据え置き

■保険税軽減範囲が拡大されます
　令和６年度から低所得世帯の軽減判定所得額が以下のとおり変更になります。
軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額
７割軽減 「基礎控除額（４３万円）を超えない世帯
５割軽減 「基礎控除額（４３万円）＋２９万５千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
２割軽減 「基礎控除額（４３万円）＋５４万５千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
※軽減判定は４月１日の世帯の状況で行います。

各加入世帯の国民健康保険税の税額は、７月中旬にお届けする納税通知書でお知らせします。

◎ 令和６年１２月２日に従来の保険証は廃止されます。１２月２日以降はマイナ保険証をご利用く
ださい。

【問い合わせ】　住民課　☎５４–２２８２

国民健康保険税の税率が変わります

お知らせ
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①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）

②普通徴収（事業所得者等の方）

③公的年金等に係る所得に係る特別徴収（年金所得者の方）

（定額減税の対象となる方）

　日本経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正において、令
和６年分の所得税および令和６年度分の個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。

【対象となる方】
○前年の合計所得金額が１，８０５万円以下の個人住民税所得割の納税義務者

【減税額】
○本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円（配偶者特別控除、専従配偶者、専従者を除く）
※１	定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２	同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年１２月３１日の現況によります。
※３		控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において

１万円の定額減税が行われます。

【徴収方法（令和６年度分）】
①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）
　令和６年６月分は徴収されず、定額減税「後」
の税額が令和６年７月分～令和７年５月分の
１１か月で均されます。
②普通徴収（事業所得者等の方）
　定額減税「前」の税額をもとに算出された第
１期分（令和６年６月分）の税額から控除され、
控除しきれない場合は、第２期分（令和６年９
月分）以降の税額から、順次控除されます。
③公的年金等に係る所得に係る特別徴収
　（年金所得者の方）
　定額減税「前」の税額をもとに算出された令
和６年１０月分の特別徴収税額から控除され、
控除しきれない場合は、令和６年１２月分以降
の特別徴収税額から、順次控除されます。

【その他】
○	減税額については、納税通知書の裏面または特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。
○	定額減税は、住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減
税されます。
○	減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。給付金の詳細は	内閣官房ホー
ムページ「新たな経済に向けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。
　(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html）
○	所得税（国税）の定額減税の詳細は、	国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」	をご参照くださ
い。(https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）

【問い合わせ】　住民課　☎５４–２２８２

個人住民税の定額減税が行われます

お知らせ
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森林環境税（国税）と個人住民税均等割の税額
税　　目 令和5年度まで 令和6年度以降
村民税
均等割額 3,500円（注1） 3,000円（注1）

県民税
均等割額

2,000円（注1）
（内500円は奈良県
森林環境税）

1,500円（注1）
（内500円奈良県森
林環境税）

森林環境税
（国税） － 1,000円

合　　計 5,500円 5,500円
（注1）	東日本大震災からの復興に関し防災施策に必要な財源

の確保のため平成26年度から令和5年度まで均等割額が
1,000円引き上げられています。（村民税500円、県民税
500円）

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

⑴
森
林
環
境
税（
国
税
）の
課
税

　

森
林
環
境
税
と
は
、
森
林
の
整
備
等

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国
税

で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
個
人
村
民
税
の
均

等
割
額
と
併
せ
て
１
人
年
額
１
，
０
０

０
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
に

基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
均
等
割

額
１
，
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
が
令
和

５
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

【
訪
問
日
】

　
６
月
21
日（
金
）　
９
時
～
15
時
頃

【
対
象
地
域
】

　
高
市
地
区
の
独
居
・
高
齢
者
世
帯
等

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
財
政
課

　
☎
５
４-

２
０
０
１

吉
野
川
分
水
の
通
水
が

は
じ
ま
り
ま
す

①	

吉
野
川
分
水
施
設
の
用
水
路
・
樋
門

（
ひ
も
ん
）・
ゲ
ー
ト
等
の
農
業
用
水

利
施
設
に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②	

水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
ゴ
ミ
、

草
等
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③	

村
内
の
河
川
（
飛
鳥
川
、
百
貫
川
、

戒
外
川
、
中
の
川
、
高
取
川
、
平
田

川
、
桧
前
川
等
）
は
急
激
な
流
量
の

増
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
遊

び
、
水
泳
、
魚
釣
り
、
土
木
工
事
等

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
和
平
野
土
地
改
良
区

　
☎
２
２-

２
０
５
２

⑵ 

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
係
る

課
税
方
式
の
選
択
等
の
見
直
し

　

村
県
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び
譲
渡

所
得
等
に
係
る
所
得
の
課
税
方
式
に
つ

い
て
、
所
得
税
と
村
県
民
税
に
お
い
て

異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
が
可
能
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
、
所
得
税
と
村
県
民
税
の
課
税
方
式

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※	

扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
の
適
用
、

保
険
料
の
算
定
基
準
な
ど
に
影
響
が

で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑶ 
国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
等

の
見
直
し

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
扶
養
控
除
等
の

対
象
と
な
る
国
外
居
住
親
族
の
要
件
が

厳
格
化
さ
れ
、
原
則
と
し
て
30
歳
以
上

70
歳
未
満
の
親
族
が
扶
養
控
除
の
適
用

対
象
外
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
以

下
の
方
は
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①	

留
学
に
よ
り
国
内
に
住
所
お
よ
び
居

所
を
有
し
な
く
な
っ
た
者

②
障
が
い
者

③	

そ
の
納
税
義
務
者
か
ら
前
年
に
お
い

て
生
活
費
ま
た
は
教
育
費
に
充
て
る

た
め
の
支
払
を
38
万
円
以
上
受
け
て

い
る
者

　

な
お
、
国
外
居
住
の
配
偶
者
が
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に
つ
い

て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
課

　
☎
５
４-

２
２
８
２

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
電
話
で
お
客

様
の
年
金
受
給
額
や
同
居
人
の
有
無
、

預
貯
金
口
座
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
誘
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
回
答
せ
ず
に
、
相
手
の
言
う
電
話
番

号
で
は
な
く
必
ず
年
金
事
務
所
の
代
表

電
話
に
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
桜
井
年
金
事
務
所

　
☎
４
２-

０
０
３
３

女
性
消
防
団
に
よ
る

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

　

明
日
香
村
女
性
消
防
団
に
よ
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
等
を
対
象
に「
防

火
訪
問
」を
実
施
し
ま
す
。

お知らせ
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２
０
２
４
年
台
湾
東
部
沖
地
震

救
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

　

４
月
３
日
に
台
湾
の
東
部
沖
沿
岸
に

お
い
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

４
の
地
震
に
よ
り
、
台
湾
全
域
で
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
台
湾
赤
十
字

組
織
が
行
う
救
援
、
復
興
支
援
活
動
お

よ
び
防
災
減
災
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

救
援
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

奈
良
県
支
部
で
も
、
左
記
の
と
お
り

義
援
金
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
名
称
】

　
「
２
０
２
４
年
台
湾
東
部
沖
地
震
」

　
救
援
金

【
受
付
期
間
】

　
６
月
28
日（
金
）ま
で

【
振
込
先
】

〇
銀
行
振
込

　
口
座　
南
都
銀
行
／
南
支
店
／
普
通

　
Ｎ
ｏ
．
３
６
３
９
９
１

　
名
義　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

※	

南
都
銀
行
窓
口
に
は
、
日
本
赤
十
字

社
奈
良
県
支
部
宛
の
専
用
振
込
用
紙

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※	

備
考
欄
に
「
２
０
２
４
年
台
湾
東
部

沖
地
震
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※	
三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら

の
振
り
込
み
は
、
日
本
赤
十
字
社
奈

良
県
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
振

込
先
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

消
費
生
活
相
談
か
ら

使
っ
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の

解
約
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

《
事
例
》

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
調
べ
る

た
め
に
ネ
ッ
ト
上
で
専
門
家
に
相
談

で
き
る
有
料
サ
イ
ト
に
ト
ラ
イ
ア
ル

登
録
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
決

済
手
段
と
し
て
入
力
し
た
。

　

代
金
は
５
０
０
円
だ
っ
た
。
質
問

は
解
決
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
毎
月

約
５
千
円
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
数

カ
月
後
に
気
付
い
た
。

　

解
約
し
た
い
が
、
契
約
時
に
入
力

し
た
情
報
を
忘
れ
て
し
ま
い
ロ
グ
イ

ン
で
き
な
い
。

	

（
70
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●	

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン(

以
下「
サ
ブ

ス
ク
」
と
い
う
。)

と
は
、
定
額
を
定

期
的
に
支
払
う
こ
と
で
、
一
定
期
間
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●	

サ
ブ
ス
ク
は
、ト
ラ
イ
ア
ル（
お
試
し
）

を
申
し
込
む
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
登
録
が
必
要
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル

期
間
内
に
解
約
し
な
け
れ
ば
自
動
的

に
定
額
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
、
支
払

い
が
続
き
ま
す
。
申
し
込
む
前
に
Ｈ

Ｐ
な
ど
で
利
用
規
約
や
解
約
方
法
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●	

解
約
は
、
事
業
者
の
定
め
る
方
法
で

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
時
に
登
録
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●	

利
用
し
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の
請
求

に
す
ぐ
気
づ
け
る
よ
う
に
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
の
明
細
は
毎
月
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○	

消
費
生
活
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
や
通
販
の
商
品
に
納
得
で
き
な

い
、
不
本
意
な
契
約
、
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
お
困

り
ご
と
が
あ
る
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
お
手
伝
い
も
可

能
で
す
。

※	

個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

お
よ
び
、
事
業
者
等
団
体
か
ら
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
相
談
日
時
】

　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
。）　
13
時
～
16
時

【
場
所
】　
役
場　
相
談
室
中

【
問
い
合
わ
せ
】

・
明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
５
４–

２
２
８
２

・	

相
談
日
時
以
外
で
お
急
ぎ
の
方
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

　
☎
１
８
８

＊	

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。

お知らせ

広報あすか19

お
知
ら
せ



▲万葉文化館ＨＰ

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
展
覧
会
〉

■ 

特
別
展｢

生
誕
１
１
０
年　
佐
藤
太

清
展　
水
の
心
象｣

　

佐
藤
太
清
が
生
涯
に
わ
た
り
多
数
描

き
出
し
た
「
水
」
に
関
す
る
作
品
に
着
目

し
、
約
70
年
の
画
業
に
お
け
る
心
象
世

界
を
作
品
で
展
観
し
ま
す
。

【
会　
期
】

　
５
月
18
日（
土
）～
７
月
７
日（
日
）

【
観
覧
料
】

　
一
般　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生　
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生　
　
３
０
０
円

関
連
イ
ベ
ン
ト

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

	

太
清
絵
画
と
音
楽
ー
絵
画
世
界
か
ら
生

ま
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
と
っ
て
ー

　
（
無
料
・
申
込
不
要
）

【
日
時
】

　
６
月
９
日（
日
）

　
14
時
～
15
時
30
分（
開
場
13
時
30
分
）

【
出
演
者
】

　
諸
岡
由
美
子
氏（
チ
ェ
ロ
）

　
岩
崎
宇
紀
氏（
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

【
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
】

　
小
渕
暁
子
氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　

安
田
晴
美
氏
（
美
術
史
家
・
福
知
山

市
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
顧
問
）

【
定
員
】　
１
５
０
名（
先
着
順
）

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む　
（
無
料
）

　
「
春
の
雑
歌(

ぞ
う
か)

（
３
）（
巻
８・

１
４
３
２
～
１
４
４
０
番
歌
）｣

【
日
時
】

　
６
月
26
日（
水
）14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】　
中
本	

和(

当
館
主
任
研
究
員)

【
定
員
】　
１
５
０
名（
予
定
）	

　

会
場
参
加
は
申
込
不
要
・
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
の
み
要
事
前
申
込

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

｢

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

春｣
 

６
月
９
日（
日
）ま
で
開
催
中

■
万
葉
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
ラ
リ
ー（
無
料
）

【
日
時
】　
６
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

※
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　
☎
５
４-

１
８
５
０

【
休
館
日
】

　
月
曜
日(
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日)	

【
開
館
時
間
】

　
10
時
～
17
時
30
分（
入
館
は
17
時
ま
で
）

地
域
計
画
策
定
地
域
を

募
集
し
ま
す

地
域
計
画
と
は

　

地
域
の
農
地
を
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
で
話
し
合
い

を
重
ね
て
、
①
地
域
農
業
の
「
将
来
の

あ
り
か
た
」
の
計
画
書
②
１
筆
ご
と
に
、

現
在
の
農
地
利
用
の
状
況
を
示
し
た
地

図
（
現
況
地
図
）
③
１
筆
ご
と
に
、
10
年

後
の
農
地
利
用
の
姿
を
示
し
た
地
図（
目

標
地
図
）　
を
示
し
た
も
の
で
す
。

※	

地
域
の
単
位
は
、「
集
落
単
位
」
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
農
業
に
関
す
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
集
落
ご
と
に
幅

広
い
方
々
が
参
加
す
る
「
話
し
合
い
の

場
」
を
設
置
し
、
地
域
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
た
「
地
域
計
画
」
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】　
６
月
14
日（
金
）ま
で

【
応
募
方
法
】

　

観
光
農
林
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
観
光
農
林
推
進
課

　
☎
５
４-

９
０
２
０

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　
同
委
員
制
度
は
、
人
権
思
想
を
広
め
、

地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
創
設
さ
れ
た
、
諸
外

国
に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

　

現
在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年
６
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

悩
み
事
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
特
設
相
談

【
日
時
】　
６
月
６
日（
木
）13
時
～
15
時

【
場
所
】　
中
央
公
民
館

【
料
金
】　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
課

　
☎
５
４-

２
２
８
２

※	

通
常
の
相
談
日
は
毎
月
第
２
木
曜
日

で
、
時
間
・
場
所
は
同
じ
で
す
。

お知らせ・募集

広報あすか 20

お
知
ら
せ

募

集


